
■ UF/NF膜による精製・濃縮フロー例

MSAP-027e

製薬プロセス、バイオプロセスでは膜分離技術が工程の合理化、製品品質の向上、収率アップに貢献していま
す。岩井ファルマテックでは耐溶媒、耐酸、耐アルカリの性能を持った膜を用いて、いままで膜分離では対応でき
なかった分野に対して広く膜分離技術を応用しています。例えば、耐有機溶媒性能を持ったNF/UF膜を用いた
濃縮・精製装置、さらには耐溶媒・耐熱・耐磨耗性を持ったセラミックUF/MF膜設備等の設計・製作を行い、数多
くの実績をあげております。

耐薬品性膜の有機溶媒系プロセスへ応用

■ UF/NF膜 スパイラルモジュールの耐薬品性

NF/UF膜モジュール

20% H2SO4* 4%HNO3**

30% H3PO4* 20% HCl** 

15% Acetic acid**

*　 対象酸溶液に 90℃　24時間 浸漬

**  対象酸溶液に 25℃　24時間 浸漬

耐酸性（例）

4% NaOH 10% NaOH

20% NaOH 10% KOH

耐アルカリ性（例）

有機溶媒系、強酸・強アルカリ系における
医薬品原料の濃縮・精製
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岩井ファルマテックはRO～MF膜分離設備はもとより、製薬用水製造設備、薬液調製設備等を中心とした

総合プラントエンジニアリングで数多くの実績をあげております。

===================================

■ セラミック UF/MF膜 MembraloxTM

セラミック膜は、耐薬品性（有機溶媒、強酸、強アルカリ）
に優れているだけではなく、耐摩耗性も優れています。さ
らに高温高圧での使用に耐えられるため、有機膜では使
用できない有機溶媒でのろ過やスラリーの濃縮・精製等で
多くの実績があります。

■ 膜分離システム
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